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　創業から 43年間、変わらない味を提供するイ
ンド風カリーのお店です。自慢のルーは、小麦粉
を使用せず、玉ねぎなどの野菜をじっくり煮詰め
てとろみを出しています。店主のおすすめは、羊
肉を使用したマトンカリー。辛さも4段階から選
べ、大人から子どもまで幅広く愛される他では食
べることができない味です。ぜひご賞味ください。

真岡の「美味しい」をお届けします。真岡の「美味しい」をお届けします。

　　　

　抽選で、「50円割引き券」を 30人にプレゼン
トします。専用応募フォーム、または官製はがき
に必要事項を記入し、応募ください。

【必要事項】 応募者情報（住所・氏名・年齢・連絡先）
　　       　 広報紙に関するご意見・ご感想など
　　
【応募先】〒 321-4395 真岡市荒町 5191 番地
 　　　　　 秘書広報課広報広聴係
 　　　   「広報もおか 8月号プレゼント」担当

＊市内外問わず 1人 1通応募可
＊応募数が定数を超えた場合は抽選
＊当選者のみ当選券を発送

ｰ注意事項ｰ

応募フォーム

真岡市内飲食店等支援事業

14 広報もおか

応募締切　令和 8 年 8 月 31 日 （月） ※消印有効

カリーハウスカリーハウス　　ピリピリ（並木町）ピリピリ（並木町）

読者プレゼント

①ランチサービス A セット　②③店内の様子　④おすすめのピリピリ （マトン） カリー　⑤店舗外観

【所在地】

【駐車場】

【営業時間】

【定休日】

【 電 話 】

並木町3-30-1

6 台

11:００～15:00

木曜日　

0285-84-5912
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高寺下交差点

ココス真岡店

セブンイレブン
真岡並木店

BOOKOFF
栃木真岡店

西の台
公園

193

47

令和8年8月号 15

【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）
℡0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）

平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料

消費生活センターメモ　№518

　食品表示法では、アレルギー表示の対象品
目について、重篤度・発症数の多い 9品目を「特重篤度・発症数の多い 9品目を「特
定原材料」とし、加工食品のパッケージにア定原材料」とし、加工食品のパッケージにア
レルギー表示を義務付けています。レルギー表示を義務付けています。このほか、
表示を推奨している「特定原材料に準ずるも
の」が 20品目あります。

外食 ・ 中食にはアレルギー表示の義務はない

　飲食店で提供される「外食」や、ショーケー
ス内のケーキやお惣菜などの、ばら売りや量
り売りなどの「中食」には、アレルギー表示
の義務はありません。
　外食や中食の場合、原因食品の意図しない混入
を完全に防ぐことは困難なため、注意が必要です。

アレルギー表示「カシューナッツ」義務化
「ピスタチオ」推奨表示になりました !

【8月は食品表示適正化強化月間】

　

 

  義務義務  
（特定原材料
9品目）

えび、カシューナッツ、
かに、くるみ、小麦、
そば、卵、乳、
落花生（ピーナッツ）

  推奨推奨  
（特定原材料
に準ずるも
の 20品目）

アーモンド、あわび、いか、いくら、
オレンジ、キウイフルーツ、牛肉、
ごま、さけ、さば、大豆、
鶏肉、バナナ、ピスタチオ、
豚肉、マカダミアナッツ、
もも、やまいも、
りんご、ゼラチン

アレルギー表示の対象品目

※表示切替期間のため、令和 10年 3月 31日までに
　製造・加工・輸入される加工食品は「カシューナッツ」　
　を使用していても表示されていない場合があります

あの日あのころ
第446 回

地域のために駆け抜けて

（西田井在住・79 歳）
櫻
さくらい

井 愼
しんや

也さん

　私は昭和 21年に西田井に生まれました。子
どものころは不作のせいで貧しく、くず米※を
食べて過ごしていた頃もありました。神社を
遊び場にして、よく高いところに登ったり、ベー
ゴマやめんこをしたりして遊んでいました。
　学校を出た後、家業を継いで麦を作る傍ら、
たくさんのボランティアをしてきました。消
防団には 20歳の時に入団してから 44年間在
籍し、23歳の時に結婚して 3人の息子たちに
恵まれてからは、学校のPTAなど、さらに幅
広く地域での交流をしてきました。

▲お祭りを背景に

　特に消防団で
は、災害の対応
から、行方不明
の人探しなど、
たくさんの経験
をしてきました。

▲消防団の一員として

▲仲間たちと受賞を県知事へ報告▲収穫した麦と一緒に

その中でも大変だったのは、家族で海水浴に
行っている最中に根本山で土砂崩れが起きた
ことです。当時、千葉県に家族で海水浴に出
かけていたのですが、テレビでの放送を見てす
ぐに真岡に戻り、救助に駆けつけました。
　最近では、宮通り商店街の事業者と協力し
て、自分が育てた麦を使った、真岡で初めて
のクラフトビールを作ったことも思い出深い
です。大前神社にあやかり、生姜（ジンジャー）
を加えたビール「金の使者」は、国際コンテ
ストで金賞を受賞することができました。
　また、長らく西田井区の総代を努めてきま
したが、今年が総代として地域の祭りに参加
する最後の年になります。有終の美となるよ
う、この夏を大いに盛り上げたいと思います。
　今後は、地域の友人たちとキノコ狩りに行っ

たり、趣味の庭
造りをしたりし
ながら、家族と
共に、穏やかに
過ごしたいと思
います。

※食用としての基準に
満たなかった米


